
 

B 都市軸（ 観光軸・その他の都市軸 ） 

 

＜設計において景観形成のために、配慮された事項、考え方等をご記入下さい＞ 

■都市軸共通 

 指 針 基 準 景観形成上の工夫・配慮事項 適合 

大 

景 

観 

□ 連続的に映し出され

るまちなみと表情を

変える赤城山等の眺

めからなる道路景観

を保全する。 

□ その他の指針は類型

共通指針による。 

□ 道路、交通設備、街路灯、歩道、

公共サインなどの公共施設、沿道

の建築物等や屋外広告物は、赤城

山等の連続的な眺望を阻害しない

配置掲出方法となるよう配慮す

る。 

 

 

 □ 

□ その他の基準は類型共通基準によ

る。 

 

□ 

小 

景 

観 

□ 道路景観を構成する

公共設備や街路樹、

歩道、公共サインな

どの公共施設はもと

より、沿道の建築物

等や屋外広告物につ

いても、統一感の感

じられる道路景観形

成を心がける。 

□ その他の指針は類型

共通指針による。 

 

 

□ 道路、交通設備、街路灯、歩道、

公共サインなどの公共施設、沿道

の建築物等や屋外広告物は、沿道

のまちなみとして連続性が感じら

れるよう、統一感のある配置掲出

方法とする。 

 

 

 □ 

□ 大規模な建築物は、適度な壁面後

退や接道部の緑化などにより、ゆ

とりと広がりのある道路景観形成

を心がける。 

 

 

 
□ 

□ 敷地内に配置又は建築物等に付随

する屋外広告物は、建築物等の壁

面や周囲と共通性のある色彩を採

り入れるなど、建物全体及び周辺

の色彩との調和やバランスに配慮

し、調和感のある沿道のまちなみ

を形成する。 

 

 

 

□ 

□ その他の基準は類型共通基準によ

る。 

 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■観光軸 

 指 針 基 準 景観形成上の工夫・配慮事項 適合 

大 

景 

観 

□ 赤城山の豊かな

自然を大切に保

全し、地域の資

源や魅力、観光

地をつなぐ個性

ある沿道景観を

楽しめる軸とな

るよう努める。 

□ その他の指針は

都市軸共通指針

による。 

 

□ 建築物等や屋外広告物は、主要な視点

場（展望台、観光施設、公共施設）から

の南側に広がる市街地の眺望や、赤城

山への眺めに配慮した配置掲出方法と

する。 

 

□ 

□ 沿道の樹木や草花などの緑化は、観光

軸の魅力を高めるものとするため、周

辺の緑と調和を図りながら、適切な維

持管理を行う。 

 

□ 

□ 建築物等は、周辺の樹木の高さとの

連続性や地形の起伏になじませた屋

根形状など、地形との一体感を感じ

られる配置意匠とする。 

 

□ 

□ 建築物等は、南側に広がる市街地の眺

めを生かした配置意匠を心がける。 

 

 
□ 

□ その他の基準は都市軸共通基準によ

る。 

 

□ 

小 

景 
観 

□ 沿道の建築物や

屋外広告物は、

赤城山などの自

然との調和を感

じられる景観形

成に努める。 

□ 豊かな自然環境

を大切に保存

し、観光軸とし

て魅力があり、

美しい山並み風

景や眺望風景を

生かした景観形

成に努める。 

□ その他の指針は

都市軸共通指針

による。 

□ 建築物等や屋外広告物は、豊かな自然

景観を壊さないよう周辺環境に調和し

た配置掲出方法とする。 

 

 □ 

□ 建築物等は、変化に富んだ美しい山並

み風景や眺望風景を生かした配置意匠

とすることにより、周辺の自然環境を

取り入れた質の高い景観形成に努め

る。 

 

 

 □ 

□ 道路や交通設備、公共サインなどの公

共施設などは、来訪者に分かりやすい

ものとするとともに、統一感のある配

置掲出方法とし、連続する緑の風景を

壊さず、質の高い景観形成に寄与する

よう努める。 

 

 

 □ 

□ その他の基準は都市軸共通基準によ

る。 

 

 
□ 

■その他の都市軸 

 指 針 基 準 景観形成上の工夫・配慮事項 適合 

大
景
観 

□ 指針は都市軸

共通指針とす

る。 

□ 基準は都市軸共通基準とする。  

□ 

小
景
観 

□ 指針は都市軸

共通指針とす

る。 

□ 基準は都市軸共通基準とする。  

 □ 

※「景観形成上の工夫・配慮事項」が計画と整合しているか、適合審査を行います。 


